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校 長 渡 辺 安 治

朝夕の冷え込みや冷たい雨に、冬への移り変わりを感じ

ます。どんよりした寒空が多い日々ですが、寒さに負けず

明るく元気に過ごしたいものです。

11月15日、当校体育館において「ようこそ先輩」ミニ講

演会が開催されました。「地域ぐるみで京ヶ瀬を大好きな子

どもを育てる」を合言葉に、学校・保護者・地域が連携、

協働して子どもたちへの郷土愛、愛校心をはぐくむことを

目指しています。この度は、ご多用のところＰＴＡ会長の宮嶋市郎様（ワークカンパニー

宮嶋 代表取締役）からおいでいただきました。「リーダーとしての責任、生徒に期待する

こと」と題してご講演いただきました。宮嶋様は現在に至るまで、特に大切にしてきたこ

とを熱く語ってくださいました。お話は以下の通りです。

１ 京ヶ瀬中学校時代、体育祭で応援団長を務めて、パネル・衣装・応援歌など各係

長に仕事を任せた。その結果、それぞれが力を発揮してくれて体育祭は大成功した。

２ 高校生時代に人生を左右するような大怪我をした。しかし、先生や周りの友達の

励ましで、その後も前向きに生活することができた。

３ 現在までにいくつもの職に就いてきた。そのすべてが自分にとって貴重な経験と

なっている。当時の社長や先輩に今でも感謝している。

４ 現在の会社では、多くの社員に日々頑張ってもらっている。結婚したり、子ども

がいたりする社員もたくさんおり、多くの報酬をあげたい。頑張ってくれている 社

員に常に感謝している。

５ 今まで生きてきたなかで大切にしていることは、「ありがとうの感謝の気持ちを

常にもつ」、「人との出会いが生活をいい方向に変えてくれる」、「勉強は苦手でも、

自分の仕事に関しての勉強は努力でき、結果を出せる」、「焦らず今、自分のなすべき

ことに取り組むことが、道を開くことにつながる」など。

宮嶋様のお話は、「人への温かさ、後輩たちである京中生に寄せる熱い想い」にあふれ

るものでした。

11月27日は当校体育館において「あがの子ども未来フォーラムin京ヶ瀬」が開催されま

す。前半は、小学校6年生・中学校2年生から体験発表や感想発表があります。後半は、自

らいじめを解決するためにいじめを自分の問題として考え、どう行動したらよいかという

視点で、「いじめ見逃し０スクール集会」を実施します。

当日は、オープンスクールです。是非ご来校ください。

〒959-2123
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温かく熱い想い
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「先輩に学ぶ ようこそ先輩」ミニ講演会の感想」

１年１組 杉山 陽生

僕は宮嶋さんのお話を聞いて、「感謝することの大切さ」があらためて分かりま

した。宮嶋さんは「自分の会社に勤めてくれる人がいるから自分がいる」と話して

くれました。僕も両親や、周りの人々の支えがあって、野球や勉強ができているこ

とを忘れずに、支えてくれる人に感謝して、これからの学校生活を楽しく過ごして

いきたいと思います。

１年２組 塩田 空

私が宮嶋さんのお話で印象に残ったことは「人は何度も失敗する」「チャレンジが

大切」ということです。私は失敗を恐れてチャレンジをしないことが多いのですが、

宮嶋さんのお話を聞いて、失敗を恐れずチャレンジすることが大切なんだと思いま

した。私は宮嶋さんから人生の大切さを学びました。ありがとうございました。

２年１組 髙橋 柚介

私は宮嶋会長からお話を聞いてとても感動しました。人生の中で失敗が良い経験

になることを学びました。これからもＰＴＡ会長として頑張ってください。ありが

とうございました。

２年２組 本間 裕人

私は「先輩に学ぶ ようこそ先輩」ミニ講演会を聞いて思ったことは、「人生に

は必ずいくつかの失敗があるけど、くじけずに頑張る」と言うことです。自分が失

敗しても助けてくれる友達がいるから失敗を恐れずに生きていこうと思いました。

逆に失敗した友達を見た場合は、無視をしないで、自分から助けに行こうと思いま

した。

３年１組 小畑 亮

ミニ講演会を聞いて、僕は「感謝する大切さ」「失敗をしてもあきらめなければ

チャンスはやってくる」などたくさんのことを学ぶことができました。僕は普段

「感謝」をしないことが多いので、家族や友達に感謝を伝えようと思いました。「チ

ャンス」は実際に何度かあったことがあります。その「チャンス」を当たり前と

は思わないで、常に諦めない精神で生きていきたいと思います。

３年２組 須藤 夢萌

宮嶋さんのお話を聞いて、大変なことがあって、この先どんなことがあるか分

からないけど、そういう時は、周りの人に支えてもらいながら乗り越えていきた

いと思いました。私の誰かの支えになれるよう頑張りたいです。

本当にありがとうございました。

次回の「ようこそ先輩」ミニ講演会は１２月１３日（木）に圓山 巧様（元新潟県警刑
事部長）から「仕事を通して学んだこと」「京ヶ瀬中学校の生徒に臨むこと」等について
講演をいただきます。保護者の方・地域の方のご参加をお待ちしております。
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全校道徳の集大成（いじめ見逃し０スクール集会）

いじめの被害者が増えていく～人間関係図～

※ 学校では明るく、元気に生活しているように見えても、その中にからかいや軽い

気持ちからの言葉がけがよくあります。しかし、注意しなければならないのは言

葉を投げかけられた相手の気持ちです。相手にとって、「この言葉」がどのように

受け止められるか、相手のことを常に考えながら、言葉を発することが人間関係

を良好にすることにもつながります。これらは、今日どこの学校でもありうるこ

とです。また、私たち大人も常に、心に留めて子どもたちに手本を示していくこ

とが求められます。
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全校道徳の指導計画（全6時間）

・10月30日 全校道徳①
(6限) ・学級で資料を読み、まず自分は登場人物の誰に対して行動するといじ

めを解決できるのかを考え、根拠と一緒にワークシートに記入する。
・11月 7日 全校道徳②
（6限） ・同じ登場人物に対して行動しようと考えた生徒でグループを作り、自

分たちの主張(行動)と根拠を考える。さらに、他のグループへの質問
意見を考える。

・11月14日 全校道徳③
（5限） ・自分たちのグループの主張(行動)と根拠をまとめ、寄せられた質問・

意見の回答を考える。
・11月21日 全校道徳④全校集会
（6限） ・グループごとに分かれて主張(行動)と根拠、寄せられた質問・意見の

回答を再確認し、当日に備える。
・当日小学生を交えた集会を想定して発表練習をする。
自グループの主張と根拠、発表者とグループリーダーの確認

・11月27日 あがの子ども未来フォーラムin京ヶ瀬 (13:10～13:50)
いじめ見逃し０スクール集会 (14:05～15:55)
会 場：京ヶ瀬中学校体育館
参加者：京ヶ瀬小学校5・6年生、京ヶ瀬中学校生徒、小中職員、教育委

員、学校評議員、民生委員、保護者 合計約340名
第１部
・ いじめ研究発表
第２部 全校討論会
・ 解決策別グループの主張とその根拠

６年生を交えたグループ同士の討議、５年生からの意見発表
・ 質疑応答
・ 全体を振り返り、自分の感想や意見を記入する。

①グループ 豊子に対して
働きかけ そばにいて、いつでもいいので積極的に声をかける。そして、いじめ

をやめさせるために、味方を増やしていきたい。大も救いたい。
根拠 自分に優しく接してくれる人が増えれば安心するし、心の支えが出来

て、気持ちが楽になるから

②グループ 元子に対して
働きかけ 安子に協力を求めて、豊子の相談にのってあげたり、豊子と一緒にテ

ニス部を説得して仲間を増やす
根拠 相談にのることで、気持ちが楽になるし、仲間が増えることでいじめ

ている側に対抗できる
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③グループ 安子に対して
働きかけ 安子と一緒に文子に、豊子と大に対してのいじめをやめるように言っ

てもらう。
根拠 安子は豊子に対してのいじめにも、大に対してのいじめにも直接関わ

っていなくて、いじめをやめるためにいろいろ動いてもあまり被害を受
けないと思ったから。安子と文子は同じテニス部で話がしやすいと思っ
たから。

④グループ 南に対して
働きかけ 南に直接この行動がいじめであることを伝え、自覚をもってもらい、

いじめをやめるように説得する。
根拠 南はいじめであることに気付いていないかもしれない。南は直接豊子

から嫌な事をされていないし、いじめのつらさを伝えれば、少しは「悪
いな」という思いをもっていじめをやめることにつながると思う。

⑤グループ 昭に対して
働きかけ 強く言って、昭にいじめをやめるように言う。
根拠 昭がいじめをやめたら、幼馴染の文子と南がいじめをしなくなると思

うから。豊子のことを最初に「トロ」とか「トロ子」と言い始めたから。

⑥グループ 大に対して
働きかけ ①大に声をかけて味方になり、まわりの人にいじめの現状を理解して

もらう
②大さんと行動して、豊子さんを守り、南さんたちにいじめをしない
ように説得する

根拠 ①大の気持ちをまわりの人に知ってもらえば、味方が多くなっていく
と思うから

②いじめをなくすことが目的なので、南さんたちに近い存在の大さん
といじめをなくすようにし、抗議すれば他の人が行動するより効果が
ある

⑦グループ 文子に対して
働きかけ まず、仲良くなり、意見を聞き入れてもらえるようにして、いじめら

れている豊子の気持ちを分かってもらい、いじめをやめるように言う
根拠 やり始めたのが文子だから、彼女がいじめるのをやめれば、他の人も

やめると思うし、自分と文子が対立していては、意見を聞いてもらえな
いし、自分もいじめられるかもしれないから

⑧Aグループ 延子に対して
働きかけ 自分も一緒に豊子と仲良くしつつ、いじめをしている人にいじめをや

めてもらう
根拠 延子は文子・豊子と仲が良いから

⑧Bグループ 延子に対して
働きかけ 延子と一緒に豊子さんに優しい声をかけたり、文子さんに「いじめを

やめて」と説得する
根拠 延子は２人（豊子・文子）とも共通で仲が良く、大勢で働きかけたほ

うが効果があるから
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１０月後半から１１月の学校生活の中で 残念だったこと

生徒指導主事 田中 謙史 △相手のことを考えず、いやな言葉を言った生

徒がいました。

生徒の様子について からかいの言葉や暴言は相手を傷つけるだけ

良かったこと であり、自分の価値を大きく下げてしまいます。

○「いじめをしない させない 見逃さない」 常に相手を思いやる気持ちをもって、毎日を

１１月２７日（火）のいじめ見逃し０スクール全 過ごしましょう。

校集会に向けて、１０月３１日（水）～１１月２１

日（水）の期間、毎週１回ずつ計４回の全校道徳 △授業に集中しきれずに、私語をしてしまう生

が行われました。 徒が見られます。

全校道徳のシナリオをもとに、同じ立場を選んだ 中学生の一番の仕事は勉強です。

生徒たちが集まり、活発な意見交換を行いました。 授業を大切にしましょう。

いじめについて考えるよい機会となりました。

インフルエンザに注意しましょう

冬期間に入り、インフルエンザの流行期が近

づいてきています。

京ヶ瀬中学校でも、

風邪による欠席が目立

つようになってきまし

た。うがいや手洗い、

マスクの着用などの予

防を徹底し、毎日を健康に過ごしましょう

○「学校のため みんなのため」

朝早く登校して、廊下や教室の清掃をしてくれて お知らせ

いる生徒がいます。また、ごみが落ちているとさっ ○１２月５日（水）に生徒会役員選挙が行わ

と拾ってゴミ箱に捨ててくれる人がいます。 れます。

いつもありがとう、温かい心遣いに感謝です。 来年度の生徒会５役（生徒会長・副会長男女

・書記長・応援団長）を決める大切な行事

○「生徒会のみなさんに感謝」 です。これから候補者の選挙活動が本格的に

校舎を囲むフェンスに、生徒会のみなさんがクリ 始まります。全校生徒で選挙を盛り上げてい

スマスイルミネーションを設置してくれました。辺 きましょう。

りが暗くなると、とてもきれいに輝いています。

生徒会のみなさん、どうもありがとう。 ○１２月６日（木）より平成３１年３月５日

素晴らしい取組です。クリスマスが待ち遠しいで （火）の期間、通学バスでの登下校が始まりま

すね。 す。冬期間の安全な登下校について、学校で

指導いたします。

また上記の期間中は、生徒の安全確保のた

め部活動の朝練習が停止となります。

ご理解・ご協力をお願いします。


